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大
阪
府
の
保
健
所
に
所
属
す
る
栄

養
士
は
、
現
在

35
名
で
、
支
所
、
保

健
所
合
せ
て

29
カ
所
の
う
ち
、

6
保

健
所
を
除
き
一
職
一
名
の
配
欝
で
あ

る。
戦
後
の
保
健
所
栄
養
士
業
務
は
、
乳

幼
児
の
栄
養
指
導
及
び
食
糧
難
の
中

で
の
栄
養
改
善
か
主
流
で
あ
っ
た
が

近
年
で
は
、
成
人
病
を
中
心
と
し
た

慢
性
疾
患
に
対
し
て
の
栄
養
指
導
及

び
一
歩
進
め
て
、
成
人
病
予
防
、
更

に
積
極
的
に
健
康
増
進
の
た
め
の
栄

養
指
導
業
務
へ
と
大
き
く
弯
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
か
ら
み
た
栄

養
指
導
に
つ
い
て
」

①
乳
幼
児
期
に
お
け
る
栄
養
指
導
業

務い
目
標
「
心
身
共
に
健
全
な
発
育
」

乳
幼
児
期

(
0
/
5
オ
）
は
人
生

の
出
発
点
で
あ
り
、
そ
の
食
生
活
か

一
生
の
健
康
を
左
右
す
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
時
期
か
ら

7 

虫
歯
、
肥
満
等
を
予
防
し
11

心
身
共

に
健
全
な
発
育
rI

の
た
め
に
適
正
な

食
生
活
の
知
識
を
指
導
し
将
来
に
於

け
る
成
人
病
予
防
を
ふ
ま
え
て
よ
い

食
習
慣
を
啓
発
普
及
す
る
。

図
指
導
方
法

い
集
団
指
導

囚
指
導
に
適
し
た
時
期
に
、
離
乳
食

講
習
会
、
幼
児
教
室
を
実
施
す
る
。

⑱
問
題
を
持
つ
幼
児
の
保
育
者
に
対

し
て
は
、
そ
の
問
題
別
に
例
え
ば
肥

満
児
教
室
等
実
施
す
る
。

c
保
育
所
、
児
童
袖
祉
施
設
等
研
究

会
を
育
成
す
る
。

回
個
別
指
導

囚
問
題
を
持
つ
乳
幼
児
の
保
育
者
に

対
し
て
必
要
に
応
じ
て
指
導
す
る
。

⑱
児
童
福
祉
施
設
の
管
理
者
及
び
給

食
担
当
者
に
対
し
て
指
導
す
る
。

②
成
長
期
に
お
け
る
栄
養
指
導
業
務

m目
標
「
心
身
共
に
健
全
な
発
育
」

成
長
期

(
6
1
1
5
オ
）
は
発
育
盛

り
で
あ
り
身
体
か
形
成
さ
れ
る
重
要

な
時
期
で
あ
る
。
又
将
来
に
備
え
て

栄
養
知
識
を
充
分
身
に
つ
け
る
こ
と

が
必
要
て
あ
る
。
従
っ
て
、
健
康
増

進
及
び
成
人
病
予
防
等
保
護
者
へ
の

腐
発
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
教
育
課

程
の
中
で
の
栄
歪
教
育
の
徹
底
と
学

校
栄
養
土
と
の
協
調
が
必
要
で
あ
る
。

切
指
導
方
法

成
長
期
の
栄
養
指
導
は
、
教
育
委

員
会
、
学
校
等
教
育
機
関
が
中
心
と

な
り
系
統
的
に
教
育
過
程
の
中
で
包

括
さ
れ
て
実
施
さ
れ
る
へ
き
て
あ
り
、

保
健
所
は
そ
の
技
術
援
助
の
立
場
で

協
力
す
る
。

③
青
年
期
に
お
け
る
栄
養
指
導
業
務

m目
檸
「
健
康
な
身
体
を
つ
く
り
体

力
を
養
う
」

青
年
期

(
1
6
1
2
4
オ
）
は
壮
年
期
、

老
年
期
の
健
康
を
左
右
す
る
大
切
な

時
期
で
あ
る
。
個
々
の
生
活
環
境
の

変
化
や
栄
養
知
識
の
欠
如
に
よ
っ
て

起
る
貧
血
、
や
せ
、
肥
満
を
予
防
す

る
た
め
に
、
適
正
な
栄
養
摂
取
及
び

田

適
度
な
連
動
に
つ
い
て
指
導
す
る
。

さ
ら
に
成
人
病
予
防
の
た
め
の
健
康

つ
く
り
の
普
及
が
必
要
で
あ
る
。

切
指
導
方
法

印
集
団
指
導

囚
栄
養
指
導
車
、
保
健
栄
養
学
級
講

座
、
健
康
増
進
教
室
等
を
通
じ
て
栄

養
知
識
の
普
及
を
は
か
る
。

⑯
特
に
女
性
は
、
妊
娠
、
出
産
へ
の

影
聾
か
大
き
い
の
で
貧
血
〈
予
防
）

教
室
等
開
催
し
健
康
増
進
を
は
か
る
。

c
給
食
閣
係
者
に
対
し
研
究
会
、
講

習
会
等
を
開
催
し

f

給
食
内
容
の
向

上
を
は
か
る
。

巳
個
別
指
導

囚
疾
病
の
き
ざ
し
の
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
疾
病
に
応
し
指
導
す
る
。

⑲
施
設
の
管
理
者
及
び
衛
牛
管
理
者

に
対
し
、
寮
生
及
び
従
業
員
の
正
し

い
食
生
活
に
つ
い
て
指
導
す
る
様
に

慟
き
か
け
る
。

c
栄
養
土
の
居
な
い
施
設
に
は
栄
蓑

士
の
充
足
を
促
す
。

⑰
給
食
施
設
を
巡
回
指
導
し
給
食
内

容
の
充
実
を
は
か
る

G

④
壮
年
期
に
お
け
る
栄
長
指
導
業
務

m目
梗
「
健
康
の
緋
持
増
進
、
成
人

病
予
防
」

壮
年
期

(
2
5
1
6
5
オ
）
は
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
の
中
で
最
も
充
実
し
た
活

動
的
な
時
期
で
あ
り
、
複
雑
な
生
活

環
境
の
中
で
不
摂
生
に
な
り
易
く
、

慢
性
疾
息
の
下
地
か
つ
く
ら
れ
る
。

又
壮
年
前
期
の
全
て
の
能
力
か
後
期

ま
で
維
持
出
来
ず
、
低
下
す
る
状
況

に
は
大
き
な
個
人
差
か
み
ら
れ
る
が

こ
れ
ら
の
老
化
現
象
の
遅
延
及
び
壮

期
に
進
行
す
る
高
血
圧
症
、
心
臓
病
、

糖
尿
病
等
の
成
人
病
や
肝
疾
患
及
び

肥
満
、
貧
血
を
予
防
し
健
康
の
維
持

増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

栄
養
指
導
を
実
施
す
る
。

切
指
導
方
法

い
集
団
指
導

囚
市
町
村
の
実
施
す
る
国
民
健
康
づ

く
り
、
婦
人
の
健
康
づ
く
り
事
業
に

協
力
し
、
食
生
活
改
善
推
進
員
を
通

じ
て
栄
蓑
知
識
の
普
及
を
は
か
る
。

⑯
疾
病
の
き
ざ
し
の
あ
る
人
に
対
し

て
は
、
各
種
成
人
病
教
室
を
開
催
し

成
人
病
予
防
に
必
要
な
知
識
の
普
及

を
は
か
る
c

巳
個
別
指
導

囚
各
種
検
診
の
結
果
、
疾
病
の
き
ざ

し
の
あ
る
者
及
ひ
そ
の
家
族
に
対
し

指
導
す
る
。

⑱
給
食
施
設
を
巡
回
し
、
給
食
四
容

の
充
実
を
は
か
る
。

⑤
老
年
期
に
お
け
る
栄
養
指
導
業
務

(
4

へ
続
く
）

-8-



よ
り
続
く
）

□

日
朽
「
健
員
の
絣
特
刷
進
，
成
人

訥
予
防
」

伺
オ
か
ら
老
年
期
に
す
る
か
羅
か

し
い
か
単
に
鉢
力
の
ど
化
か
目
立
↓

ん
ザ
合
を
防
官
ー
と

11
期
と
呼
ひ
什
力

い
仇
卜
在
肋
き
飩
且
に
過
ご
す
た
め

に
名
人
特
化
の

fj
岬
横
配
と

ll
活
釘

動

を

充

分

且

解

し

た

て

健

康

の

紐

持
壻
進
、
成
人
柄
予
防
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
文
義
指
導
を
行
う
ハ

い
指
焉
方
払

市
町
村
、
地
区
組
織
か
行
う
事
斐

に
協
力
し
校
術
尻
防
を
行

以
卜
、
そ
れ
そ
れ
の
茉
蓑
指
導
に

づ
い
て
述
へ
た
か
、

11

目
分
の
健
康

こ
と
を
見
本
と
し

II 

は
自
分
で
守
る

＼ 

健

康

刷

進

の

忍

の

丁

段

と

し

て

栄

長
改
屈
指
導
を
、
押
し
進
め
て
行

た
い
と
考
え
ま
す
。

-4-




